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 日野中学校だより１０号（９月１４日付）で、３年生の「令和３年度全国学力・学習状況調査」の結果等につ

いてお知らせしましたが、今回は２年生の「県学力調査（国語・数学）及び１年生の「市学力調査（国語・数学）」 

の結果等についてお知らせします。 

令和３年度 ２年生県学力調査（国・数）結果分析 

 成 果 課 題 改善策 

国 

 

語 

○「話すこと・聞くこと」「読む

こと」はどちらも佐世保市の

平均を上回っている。 

○文章の内容を正確に理解する

力が少しずつついてきてい

る。 

○「書くこと」が市の平均を下回

っており、特に自分の考えを

書くことが苦手である。また、

２つ以上の情報を組み合わせ

て書くことが苦手である。 

○どの領域も県の平均点を下回

っている。 

○授業の中で自分の考えをもつ

場面を増やし、それを書いた

り発表したりして、考えを深

められるようにする。 

○ゆめあこ等を利用して情報を

組み合わせた過去問を「書く」

単元に入れる。 

数 

 

学 

〇昨年度の標準学力調査の課題

であった、数量や図形につい

ての知識・理解については、今

年度長崎県の平均を上回って

おり、基礎学力の向上が見ら

れる。 

特に、関数や資料の活用の分

野においては大きく上回って

いるものもあり、分野毎の県

の平均を越えている。 

〇基本的な知識の中でも、頻出

しないものの正答率が非常に

低い。昨年の４月頃に学習し

た内容等を忘れており、復習

の不十分さが見られる。 

〇根拠を用いて理由を説明する

問題等の正答率が低く、自分

の考えをまとめたり、表現し

たりすることが苦手な生徒が

多い。 

〇e-ライブラリ等を活用するな

どして、旧学年の学習内容等

の復習を行う。 

〇授業の中で、説明をしたり、説

明を書く活動を行う。その際

に理由や根拠を明確にし、伝

えたり説明したりする経験を

増やすことで、説明すること

の抵抗をなくしていく。 

令和３年度 １年生県学力調査（国・数）結果分析 

 成 果 課 題 改善策 

 

 

 

国 

 

語 

 

 

 

〇「情報と情報の関係について

理解をし、図を用いて自分の

考えが伝わるように書き表し

方を工夫している」では、平均

値を大きく上回っている。 

〇「書くこと」では、特に書き表

し方や構成に関しては、平均

値を上回っている。 

〇「漢字の読み書き」は、全国平

均を下回っている。特に「書

き」については漢字を正しく

覚えて書く力に課題があると

考えられる。 

〇「書くこと」では、書き表し方

や構成を考える力はあるが、

自分の考えを明確にする力が

不十分である。 

〇「書くこと」において、短くて

も文章を書かせる場面をこま

めに設定していく。また、自分

の考えを明確にした上で、その

理由や根拠を書かせることに

徹底して取り組む。 

〇漢字学習においては、小テスト

の実施頻度を増やし、間違えた

漢字のやり直しを丁寧にさせ

たり、間違えやすい漢字は、授

業の中で確認する時間を取る。 



数 

 

学 

〇小数・分数の計算等の基本の

計算については目標値と同程

度、または上回っている。 

〇図形分野においても概ね目標

値と同程度か上回っている。 

〇基本的な知識や計算について

は概ね理解できている。 

〇反比例の表を読み取り、表に

当てはまる数を求める問題、

円グラフから割合を読み取

り、基準量から比較量を求め

る問題、ドットプロットから、

最頻値を読み取る問題等のグ

ラフや表を読み取り、問いを

求める問題については目標値

を下回っている。 

〇関数学習においては表、式、グ

ラフを関連させながら学習を

行う。 

〇資料の活用の学習において

は、資料を読み取り、そこから

わかることを記述させたり、

説明させたりする活動を行

う。 

 ◇各種学力調査結果を受けて、日野中学校では、今後も全職員で学力向上に向けて取り組んでまいります。 

 

日野中学校 全校体制での８つの取組ポイント 

 

１ 学習指導要領の目標や趣旨を確認し、その実現を図る。（４月～  ） 

  ①校長の学校経営方針で学習指導要領が目指す方向性とその背景を確認・理解し、資質・能力の３つの柱の

内容を意識した教科目標を立てた。 

 

２ 全職員で調査問題の趣旨（メッセージ）を確認する。（８月） 

  ②まず、問題を教師自身が解き、生徒がどのように思考・判断し、どのような書く力（記述する力）が必要

なのかを体感することが重要であると考え、夏季休業中に全職員で調査問題（国・数・英）の問題を解い

てみた。問題の特徴や傾向を把握し、必要な力を把握することができた。 

 

 

 

 

                                                  

３ 調査問題の結果を分析し、課題の所在を話し合う。（８月～９月） 

  ③子どもたちの課題（弱点）を知る。 

  ④誤答傾向や無回答・不十分な解答に指導のヒントを得る。 

 

４ 年間の見通しを持ち、計画を立てる。（８月） 

  ⑤校内の全体計画をベースに、各教科（教科部会）の計画を立てた。（定期的に検証し、修正等を行う。） 

   

５ 調査問題や調査の結果を活用した授業を構想し、実践する。（９月～  ） 

 ※⑥『長崎県授業改善メソッド』に示された「本時の身に付けさせたい力」を明確にし、「めあて」と「まと

め」等を全職員が全教科で確実に実施する。（昨年度からの継続） 

⑦タブレット等の ICT や e-ライブラリ、問題データベース等の学習プリントを活用し、個々のつまずきに

対応する。 ⑧調査問題の傾向を取り入れたテストを作成する。 


